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令和４年度第３回堺市北区政策会議 会議録 

                                           

日 時：令和５年３月１０日（金）１０時から１１時４０分まで 

 場 所：堺市北区役所３階３０２会議室 

 出席者：【構 成 員】（敬称略）天野隆次、魚谷守信、加我宏之、金戸郁子、清水苗穂子、 

竹内裕賀、長尾永子、羽根恵子、坊農豊彦、八木則之、吉村登志子 

（以上１１名出席） 

【特別構成員】（敬称略）光武早弥香（以上１名出席） 

     【事 務 局】垂井究（区長）、松尾恵子（副区長）、金本龍二（北保健福祉総合 

センター所長）、緒方剛（自治推進課長）、宮田大志（学校連携支 

援担当課長）、村田博史（子育て支援課長）、山本美佐子（北保健 

センター所長）、羽野敏博（地域福祉課長）、樋口年秋（堺市社会 

福祉協議会北区事務所長）、林大輔（企画総務課長）、増川哲（企 

画総務課企画係長）、早坂順司（自治推進課自治安全係長）、 

竹内香奈子（子育て支援課主査）、阪本勇一（企画総務課） 

会 議：公開会議 

傍 聴：傍聴者数０人 

                                            

１ 開会 

２ 特別構成員紹介 

○事務局（阪本） 今回から新たにご参画いただく特別構成員のご紹介をいたします。 

参考資料１の特別構成員一覧をご覧ください。子育てファミリーのための防災ブック制 

作メンバーで、防災士の光武特別構成員です。光武様は子育てをする立場から見た有益な 

防災情報を同じ子育て世帯に届けたいという思いから、参考資料２子育てファミリーのた 

めの防災ブックを他の防災士ママさんと一緒に作成されました。また、この防災ブックの 

内容をより多くの子育てファミリーの方々に広めるため、子育て世帯向けの講座「おやこ 

ｔｏぼうさい」を北区役所との協働で定期的に開催するなどご活躍されております。参考 

資料３では光武様を含めた防災士ママさんたちの活動などを紹介しておりますので、後ほ 

どご覧ください。また、「おやこｔｏぼうさい」の開催状況などは参考資料４をご参照く 

ださい。それでは、光武様一言ご挨拶よろしくお願いします。 

○光武特別構成員 光武早弥香と申します。よろしくお願いいたします。私は現在３人の子育

てをしており、小学１年生、年長、年中と３人の子どもを育てております。堺市には結婚を

機に住み始めました。馴染みのない環境で子育てをする中、防災についていろいろ考えた際

に、自分のような立場の方々の力になれればと思い、この防災ブックを制作しました。また、
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子育て世帯向け防災講座も主催しており、直近の予定では３月１３日に北区役所３階３０２

会議室にて講座を実施します。０歳児がいる子育て世帯向けに募集したのですが、１０組の

募集枠に対し、既に１０組の応募があり、ありがたく思っています。 

このような活動を通じて、子育て世帯の方々が不安に思うことを少しでも解消できれば

という思いと、もし大きな災害が起きた際に、一人でも多くの方々の命が救えたらという思

いをこの防災ブックに込めております。よろしくお願いいたします。 

３ 会議報告 

≪事務局から配布資料の確認、会議の公開についての説明、傍聴人数の報告≫ 

４ 議事 

○加我座長 大阪公立大学の加我です。それでは会議を進めます。まず案件１、前回会議の振

り返りについて、前回会議の場で構成員の皆様からいただいた子育てに関する新規事業案に

対するご意見の受け止めと、今後事業を実施する際の方針について事務局で検討した内容の

報告があります。それでは事務局から説明お願いします。 

○事務局（阪本） それでは、昨年１１月１１日に北区みんなのまちビジョンに関する子育て

支援施策をテーマに開催した会議で、構成員の皆様からいただいたご意見を受け、事務局と

して検討したことについてご報告させていただきます。 

  前回の会議では、子育てに関する２つの意見聴取テーマ、子どもの生きる力を育む支援、

孤立を防ぐ子育て世帯間や地域等のつながりに関する３つの想定事業案を事務局よりご提示

させていただき、それらの案に対して構成員の皆様から有益なご意見をいただきました。前

回会議でお示しした３つの想定事業案に対する主なご意見の抜粋については参考資料５を適

宜ご参照ください。 

  まず、１つめの想定事業案、生きる力を育むプログラム事業。２つめの想定事業案、子ど

も向けアンガーマネジメント事業について子育て支援課よりご説明させていただきます。 

○事務局（村田子育て支援課長） それでは、１つめの想定事業案、生きる力を育むプログラ

ム事業についてご説明いたします。前回会議では、子ども食堂以外の小学校や保育園などに

実施場所を増やし、実施回数も増やしてはどうかとのご意見がありました。今回、子ども食

堂に協力を依頼したのは調理設備を有しているため、また、実施後も子どもとの地域のつな

がりを継続させたいためです。構成員の皆様からいただいた多くのご意見のとおり、実施回

数、実施場所とも十分なものではないと認識しており、小学校区など各地域での実施や継続

性のある実施回数への拡充を将来的にめざします。初回実施となる次年度は試験的に子ども

食堂３か所で実施を予定しておりますが、実施後、課題を検証するとともに、場所や回数に

ついても本事業をより効果的に実施できるよう検討していきます。子ども食堂では通常の開

催内容との区別化を図っていただくため、通常開催日とは別日とし、また、大学生ボランテ

ィアスタッフの協力が得られる夏休み期間中に実施する必要があります。現段階ではこの条
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件を満たし、調整がついた子ども食堂での夏休み期間中、合計３回実施を予定しております。

その他、事業名称は子どもたちが参加したくなるようなものを検討し、「わくわく教室」に

決定しました。また、募集方法については、北区内の全小学校でのチラシ配布とともに、担

任の先生に気になるお子さんがおられる場合、お声かけいただくよう教育委員会への依頼を

予定しております。さらに、将来的には保護者はもちろん地域や保育園との連携も図り、周

囲の大人たちを巻き込んだ子どもの育成支援ができるよう取り組んでまいります。 

  続きまして、２つめの想定事業案です。子ども向けアンガーマネジメント事業についてご

説明いたします。前回会議では、子どもがアンガーマネジメントを受講する意味。実施場所

の拡充。受講の仕方。事業名称についてご意見がありました。受講意味については、年齢相

応に感情を表現させることは子どもにとって大切ですので、怒りの制御方法ではなく、表現

方法を学ぶことを目的とし、円滑な人間関係形成に役立てられる事業にしたいと考えており

ます。実施場所については、区役所だけでなく小学校にも依頼し、保護者だけの意向に左右

されず、希望する小学生が学校で参加できるようにと考えております。受講の仕方について

は、多くのご指摘のとおり保護者と一緒に受講してもらうことも検討していきます。事業名

称については、アンガーマネジメントではなく、「友達とうまくつながる方法」など、子ど

もたち自らが参加したくなるものにできればと考えております。具体的な内容については今

後議論を重ね、効果的な手法を追求してまいります。 

○事務局（増川企画係長） 続きまして、企画総務課より３つめの想定事業案、地域ＳＮＳに

おけるつながり醸成事業についてご説明いたします。まず、周知方法について、紙媒体での

周知が必要とのご指摘をいただきました。これにつきましては、地域ＳＮＳ、ピアッザに子

育て支援施設のマップが完成しましたら、区内全世帯にお届けする広報誌一面でのお知らせ

に加えまして、ＰＲチラシの配布や、鉄道駅などへのポスター掲示により周知に努めてまい

ります。また、他のアプリとの住み分けなどが分かるよう、利用者目線に立った周知が必要

とのご指摘をいただきました。こちらにつきましては、ホームページ上で堺子育て応援アプ

リやピアッザなど子育て支援情報の発信媒体ごとの特徴やそれぞれで取得できる情報などを

整理し紹介してまいります。さらに、相談しにくい人のために、相談事例の例示が必要との

ご指摘をいただきました。これにつきましては、利用者に相談してもらいやすくなるよう相

談窓口ごとの相談概要を紹介すると共に、子育ての悩みを誰かに話すことでほっとしたり、

子育ての見方が変わったりすることがあるということですとか、一人で抱え込まずささいな

ことでも相談してほしいということなどを示し、相談を勧奨しようと考えております。 

  以上で前回会議の振り返りについての説明を終わります。 

○加我座長 ありがとうございます。構成員の皆様からご意見などありますでしょうか。 

≪意見等なし≫ 

今後、事業の実施状況や進捗状況など、機会を捉えてご報告いただければと思います。 
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  それでは、案件２に進みます。今回会議のテーマは現役世代の防災意識を高める啓発施策

です。まず資料１、意見聴取テーマ設定の趣旨について、事務局からご説明いただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○事務局（増川企画係長） それでは、資料１についてご説明いたします。事務局で構成員の

皆様よりご意見をいただきたい内容について検討しまして、今回と次回のテーマを現役世代

の防災意識を高める啓発施策についてと設定させていただきました。 

  まず、１．現状と課題についてです。（１）現状の認識ですが、北区の特性として、現役

世代である生産年齢人口の居住者割合が７区で最も高いことが挙げられます。次に、平成２

８年度版防災白書の年齢階層別の意識調査によりますと、災害への備えについて年代が上が

るほど取り組み、若年層ほど取り組んでいない傾向があることを確認いたしました。北区で

も同様の傾向があると推測しております。また、北区では平成３０年に大型台風が来た際の

大規模停電や断水が記憶に新しいところですが、近い将来も南海トラフ巨大地震が高確率で

発生することが危惧されており、災害被害を最小限に抑えるため、区民一人一人の防災力を

高めることが求められている現状があります。 

次の（２）は、北区における防災の取組についてです。これまでも北区では政策会議の

前身であります区民評議会からのご提言を受け、自治会などの自主防災活動への支援や北区

の集合住宅が多いという特性に応じたマンション居住者向け防災講座、また、親子で参加で

きる防災講座など、様々な取組を行ってまいりました。一方、地域の各校区の自治会では防

災の重要な柱となる共助を支えるコミュニティーづくりにご尽力いただいており、また、自

主防災組織では工夫を凝らした防災訓練が開催されるなど、地域の皆様のお力により北区に

おける防災の取組が展開されているところです。ただ、これらの取組に参加する方々は、も

ともと防災への関心が高い層であることが多く、いかに現役世代の中で無関心な層に意識を

向けてもらうかが恒常的な課題となっております。災害に強い街の実現には、区民一人一人

の自助力を向上させることが必要であり、また、地域における訓練をはじめ、防災の取組へ

の新たな現役世代の参加者を増やしていくことが大切です。そのために一人でも多くの方に

防災に意識を向けてもらい、行動に移してもらえるような防災意識向上の啓発が不可欠と考

えております。そこで、北区に多く居住する現役世代をターゲットとして防災に対する意識

がそもそも低い層には少しでも関心を持ってもらい、一方、関心はあっても行動へと移せて

いない方々に向けては、防災講座や訓練などに参加するきっかけとなるような新たな啓発施

策を実施したいと考えております。 

  最後に、会議の進め方についてのご説明になります。まず、今回は新たな啓発施策の検討

に当たり、現役世代の関心を高めるポイントや効果的な手法について構成員の皆様からご意

見をいただきたいと考えております。そして、次回は、今回いただくご意見を踏まえまして、

事務局で検討してお示しする新たな防災啓発施策案に対しての構成員の皆様より評価、ご意
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見をいただき、事業案のブラッシュアップにつなげてまいりたいと考えております。 

○加我座長 ありがとうございます。今回と次回で防災について、特に現役世代の防災意識を

高めるということについて議論をするということです。資料１では、課題認識についてご説

明いただきました。この後、資料２、３と進んでいき、検討のポイントや新たな展開手法に

ついて議論しようということでございます。一旦、課題認識のところで皆様からのご質問、

ご意見があればいただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○八木構成員 八木でございます。私は日本防災士会の大阪支部堺ブロックで役員をしており

まして、その中で、思いついたことなのですが、日本防災士会では地区防災計画というもの

を推進しています。通常、防災計画というものは、自治体単位で策定します。しかし、同じ

自治体内でも地域によって課題は様々です。海沿いの地域か山沿いの地域かなど、地域によ

って課題は様々ですので、もっと狭い範囲で策定する地区防災計画を推進しています。 

  そして、若い世代が防災への関心が低いということですが、この対策として、私の意見と

しましては、ぜひ足元から取り組んでいただきたいと思います。具体的には、まず家族で防

災計画をつくる、名前をつけるとすれば「ファミリー防災計画」でしょうか。名前は何でも

いいのですが、そのような取組をしていただきたいと思います。まずは家族で話し合って、

災害のときに集合場所をどこにするか、備蓄品をどうするか、家の中でどこが弱いか、そう

いったことを話し合って、各家族のファミリー防災計画をつくってもらうのがいいと思いま

す。転勤で来られた方など、地域に馴染みがない方は、いきなり地域の防災活動に参加する

のもハードルが高いと思いますので、まずは家族で話し合うことを行政から何らかの形で啓

発するか、もしくは、ファミリー防災計画を公募し、優れたものを広報紙やホームページに

掲載することで啓発していく。あるいは、専門家とご意見を交えて計画を策定するなど、ぜ

ひそういった形で、足元から防災計画を策定し、関心を持っていただく中で、さらに進んで

勉強していただくために講座に参加していただくとか、地域の活動にも参加していただくと

か、そういった方法をとっていただければと思います。 

○加我座長 ありがとうございます。新たな展開手法のところでも、地域や家族といった視点

から防災についての議論をするということも重要になってくるかと思います。 

  ほかに、まずは課題認識に関することなどでご意見ありますでしょうか。 

○清水構成員 そもそも、災害は色々なところで起きると思いますが、今回は、自宅や生活範

囲内で災害が起きた時のことを想定すればよろしいでしょうか。現役世代ということなので

職場や出張先にいることなども想定できますが、それを含めてしまうと、話が大きくなって

しまうので、ひとまず、自宅等で災害が起こった時のことを想定する形でよろしいですか。 

○加我座長 ありがとうございます。どのような災害を想定していますかということについて、

事務局のほうでお考えがあればお話しいただけますか。 

○事務局（増川企画係長） ご指摘ありがとうございます。勤務先や出張先の話を含めてしま
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うと話が広がりすぎてしまいますので、自宅付近で被災という想定で進めさせていただけれ

ばと思っています。 

○加我座長 ありがとうございます。そこをベースにしながらとはいっても、家族が働きに出

ていることもあろうかと思いますので、先ほどもございましたけども、それぞれの地区で家

族がばらばらになってしまったとき、まずどのようなことをしなければならないかといった

ことまで議論を発展していければと思います。 

○魚谷構成員 確かに、基本はやはり家族単位になると思いますので、先ほどお話がありまし

た地域の防災については家族を中心に計画を立てていただく。あと、職場では防災計画を策

定している例が多いと思いますし、学校も、その他の様々な施設もそうだと思います。あと

は、その連携を行政でどのようにするかということだけで。先ほどおっしゃられたように、

やはり地域の中での家族の防災というものは非常に大事だと思います。 

  それから、もう１つ。現役世代の関心が低いということについて、大事なこととして、阪

神淡路大震災から２８年、東日本大震災から１２年たちました。ということは、世代によれ

ば大震災を全く見聞きしていない、テレビでも見ていない、そういった世代も増えているの

ではないかと思います。このような中、大切なのは、震災そのものを風化させないというこ

とですので、風化させないための啓発施策も１つ考えていただければと思います。 

○加我座長 ありがとうございます。具体的な施策の話にもなってきましたので、一旦全ての

資料について事務局から説明してもらいたいと思います。その後、構成員の皆様と色々議論

して行きたいと思います。まずは、事務局のほうでご説明よろしくお願いします。 

○事務局（阪本） それでは、資料２の説明をいたします。資料２では、現役世代に効果的な

防災啓発施策を検討する際に意識すべきポイントについて、構成員の皆様からご意見をいた

だきたいと考えております。ご意見をいただくにあたり、現役世代の関心が低く、取組への

参加が少ない原因と、それを解消させるポイントについて事務局で整理をいたしました。 

  まず、１．現役世代の関心が低く、取組への参加が少ない主な原因についてですが、資料

に囲みでお示ししております、内閣府による防災に関する世論調査、民間企業によるインタ

ーネットアンケート調査のデータを参考に考察いたしました。無関心、不参加の主な原因と

して、（１）日々の生活が忙しく、防災に意識を向ける時間や余裕がない。（２）興味があ

っても何から始めればよいかわからない。（３）区や地域で防災の取組が行われていること

をそもそも知らない。（４）災害を自分事としてとらえられていない。以上４点があると考

えました。なお、参考データの基となった統計資料については、参考資料６、統計資料抜粋

をご参照ください。 

  次に、２．効果的な啓発施策を検討する際のポイントですが、１の４点の原因についてそ

れぞれ解消するポイントを考えました。原因１を踏まえては、日々の日常生活の中で、ふと

防災に思いを馳せることができるようにすることがポイントと考えました。次に、原因１、
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２を踏まえては、防災に特別感を持たれないよう、参加者の参加のハードルを下げることが

最初の一歩を踏み出すポイントと考えました。また、２、３、４を踏まえては、防災情報が

目に触れる機会をできる限り増やすことが大事であると考えました。以上が事務局として考

える原因と、それを解消するポイントです。これらに基づいて新たな啓発施策を検討してい

きたいと考えております。 

  以上の説明を踏まえまして、３．意見聴取内容にあります２点について構成員の皆様より

ご意見いただきたく存じます。１つめは、上記以外に現役世代の関心が低く、取組に参加が

少ない原因について考えられるものはどのようなものがあるでしょうか。２つめは、効果的

な啓発施策を検討する際のポイントや留意すべき事項について他にどのようなものがあるで

しょうか。構成員の皆様のご意見をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○加我座長 資料３の説明も引き続きお願いします。 

○事務局（増川企画係長） 続きまして、資料３をご覧ください。こちらでは、防災啓発施策

を効率的に展開していく際に、ターゲットをいかに設定すべきか。活用できる資源、連携す

べき主体は何かなどについてご意見をいただきたいと考えております。 

  まず、１．新たな展開手法を検討する際に留意する事項において、事務局として検討した

内容をご説明させていただきます。はじめに、（１）ターゲットを絞った情報発信ですが、

まず、受け手に自分事と感じてもらえるようできる限りターゲットに合わせた啓発が必要と

考えております。身近な事例としまして、令和４年度からの北区の新たな取組「おやこｔｏ

ぼうさい」を挙げさせていただいております。ゼロ歳児の保護者向けや小学生向けといった

対象を明確にして開催される同講座ですが、参加者の満足度、習得度が高いと聞いておりま

す。「おやこｔｏぼうさい」開催の様子については、お手元の配布資料「おやこｔｏぼうさ

い」参考資料４、開催レポートをご参照ください。 

次に、ターゲットの興味を引く訴求も大切と考えております。事例を調べる中で面白い

漫画がありましたので、ご紹介させていただきます。「彼女を守る５１の方法」というタイ

トルの漫画でして、首都直下型地震に被災した若い男女が崩壊した都市の中で自宅をめざし

て歩いて帰る道中で、現実に起こりうるトラブルと向き合うストーリーとなっております。

防災への関心が低い若者に響きやすい漫画という媒体、タイトルのキャッチコピー、ストー

リーであると感じました。この例のように、若者が興味を持って自分事として捉えられるよ

うな見せ方や切り口などを意識したいと考えているところです。次に、多様な広報媒体や地

域資源の活用を考えております。デジタル、リアル両面において人が集まる場所で啓発する

必要があり、例えば、北区が情報を展開していますＳＮＳですとか、主要駅のデジタルサイ

ネージ、北区の魅力の１つである大型緑地公園などの活用により効果的な啓発ができるので

はないかと考えております。 

  最後に、様々な主体との連携ということで、北区で活動するボランティア団体との共同や



8 

企業との連携による啓発も重要と考えております。例えば、区民活動支援コーナーに登録さ

れている活動団体やイオンモールなどの商業施設と一緒になってできることを模索していき

たいと思っております。 

  以上、事務局としての考えをお示しさせていただきました。これらを踏まえて、３．意見

聴取内容にあります２点について構成員の皆様よりご意見をいただきたく存じます。 

  １点め、ターゲットの絞り方や活用できる地域資源、連携主体など、他に考えられるもの

はどのようなものがあるでしょうか。２点め、その他防災啓発施策を効率的に展開する際の

ポイントや留意すべき事項はどのようなものがあるでしょうか。構成員の皆様のお立場やご

経験から自由な視点でご意見をいただきたく存じます。よろしくお願いいたします。 

○加我座長 ありがとうございます。今回と次回にかけて、防災意識を高めていく必要性につ

いての議論と、そのためにこんな防災啓発施策をやってみたらどうですかというようなこと

の意見交換をしたいと思います。羽根さんどうぞ。 

○羽根構成員 若い世代の関心が低いということですが、今、若い世代の人たちはテレビを見

る機会が少ないと思います。逆に高齢者の方々はテレビの電源がつきっぱなしという家も多

いかと思うのですが、今、若い世代はＳＮＳやインターネットばかりで、自分にとって興味

のある情報しか取り入れないようになってきていると思います。そういった中で、どのよう

に防災に対して興味を持たせていくかということは、なかなか難しいことです。 

それと、堺市に限らず日本は災害大国と言われているのに、教育の場で防災を学ぶ時間

が少ないということが、問題と思っています。最近、テレビで東北の情報が流れていたので

すが、東北でも、もう大震災の経験がない子が増えてきていて、災害に対する意識がなくな

ってきているので、学校教育で防災を取り上げるようにしていました。これから堺市でも大

震災が起きる可能性が高いのに、なぜ学校教育で取り上げないのか。子どもたちが幼い頃か

ら防災について関心を持てば、家庭でも話題に挙がってきますし、参観日などに親子で参加

する防災講座みたいなのを企画すれば、親子で話し合うきっかけにもなると思います。何も

ないところから家族で防災について語りましょうと言っても、誰がそういった話を持ってい

くのかなというところが疑問でもあるので、そういったことが一番重要なのかなと思います。 

私は集合住宅に住んでいて、防災の取組を一生懸命やっているのですけれども、私の住む

集合住宅は７００世帯２，０００名近くの住民がいますが、毎年訓練に参加するのは約１５

０世帯、約２００名です。一昨年から住人に対して「無事ですステッカー」というものを玄

関のドアに貼り付けてくださいということをお願いしており、訓練に参加しない方でもそれ

を貼ってないとインターホンを鳴らしますよという安否確認を半強制的にすることを始めま

した。自治会役員、管理組合役員が２年ごとに約４０名交代になっていくのですが、その方

たちは半強制で訓練に参加して、住んでいる間に２回ぐらいは訓練に強制的に参加させられ

るみたいな形をとっています。そうでもしないと、忙しい中なかなか興味もない防災の取組
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にたどり着くという人は少ないかなと思います。 

○加我座長 ありがとうございます。天野構成員どうぞ。 

○天野構成員 少し前段の話になるのですが、現在、北区の自治連合会が実施している施策を

紹介させていただきます。まず、今現在、避難所として認定されているのは、あくまでも学

校の体育館なのです。我々が管理する地域会館について堺市危機管理課は避難所として認定

していません。このような形ですと、まず、大きな災害が起きたときには、学校の体育館だ

けでは収容できません。したがって、地域会館も含めて防災拠点にしていきたいということ

を考えておりまして、垂井区長とこのことについて何回も話をしました。結果、今、１つ前

進したのは、地域会館については、北区だけですけれども、区長の判断で我々自治連合会と

一緒になって、地域会館は準避難所として認定しましょうということになったのです。 

ただ、認定していただいても、やはりそこに避難をしてきた人は、例えば、食料である

とか水であるとか毛布であるとか、いろんな物が必要ですよね。そういう物もやはり備蓄し

ておかなければということで、これもあえて北区の自主防災会が費用を支出して、倉庫を造

りました。現在その倉庫にはまだまだ十分ではありませんが備蓄品を徐々に貯めていってい

ます。そういうことで、まず１点、北区は他の区に比べて一歩前進をしているのではないか

と思います。それから、もう１つ。色々な意見があるのですが、先ほどから家庭についての

話がありました。先般、テレビを見ていますと、このような情報が入ってきました。例えば、

家族が３人いる。お父さん、お母さん、子ども。それで、お父さんは働いています。お母さ

んもパートに行っています。子どもは学校に行っています。日中は各々がばらばらですよね。

万が一、災害を受けたときに、どこに逃げたらいいのか、お互いに分からないということで、

場所を決めている。最終的にはこの場所に皆で集まろうということを決めて、その場所に３

人共が結果として集まってくることで、家族がまた一堂になって助け合いができると、この

ような内容のテレビ番組が放映されていました。私は非常にいいことだなと思っています。 

  今、我々は起きた災害に対して、どうしたらいいのかわからず右往左往することが多いと

思います。これではやはりうまくいきません。ですから、そのような家族の決まりごとを作

っておくということは大切なことだと思います。 

  それから、もう１つ。先ほど申し上げたように、家庭を中心としてそういったことをまず

はやっていただきたいなと、私も思っています。ただ、家庭だけでは駄目ですよね。当然、

企業の中でもそれに準じたものを考えていかなければならないだろうということで、個人が

発信してもなかなか企業は動いてくれませんので、やはり役所としてそういったことを啓蒙

していく手段が必要ではないかと、役所としてこういうようにしてほしいのだということが

必要ではないかと思います。これは当然、企業だけではなく、学校、その他も必要です。 

  それから、先ほど資料２の中の参考データの１番に出ていましたが、「時間がなかったか

ら参加をしない」ということは言い訳だと思うのです。全く危機感を感じていないです。危
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機感を感じていたら、時間があってもなくても災害が起きた際にどうするのかということを

考えますよね。こんなことは言えるはずがないのです。でも、こういったことが防災訓練に

参加見学したことがない理由の１番で入っています。これはおかしいのではないでしょうか。

やはり、これについては日頃の啓蒙が必要だと思います。当然我々、自治連合会も啓蒙して

いきますけれども、やはりこれも最終的には行政がある程度そういったものをつくっていっ

て、みんなに分かるような仕組みをつくっていく必要があると思うのです。時間がないから

ではなくて、時間はなくても緊急の際にはこのようにしなければならないのだと、これは当

然のことですよね。それをぜひともやっていただきたいなと思います。 

  それから、会場に行くのが大変だったからと、このようなことを言っている人も論外です。

自分の命が大切なら、このようなこと言っている場合ではないわけです。このようなことが

データとして出てくること自体が、どうも私には合点がいきません。そういう意味でもっと

もっとＰＲについて行政が力を入れてほしいということと、当然我々、地域の自治連合会も

一緒になってやっていきたいなと思います。 

○加我座長 はい、ありがとうございます。はい、どうぞ、坊農さん。 

○坊農構成員 いろいろと貴重な意見が出て、感心をしています。天野会長がおっしゃったよ

うに、地域ぐるみで防災をしていくことが、非常に大切だと思います。初めの資料にも書い

ていましたが、本当に防災意識が低いというのですかね。日々の生活が忙しいから、こんな

こと考えられないとかいうのは、やはり他人事としか考えていないように感じられます。そ

れではいけない。自分事のように考えていかないといけませんが、そこをどう変えていくか

というのが、難しいところですが。例えば、南海トラフについて、最近テレビでＮＨＫスペ

シャルがやっていました。よくハザードマップを見れば、確かに堺市でも海側で南海トラフ

大地震による津波の影響を受けますが、北区は津波による被害は受けないことになっていま

す。それを見たら、もう大丈夫だろうと思ってしまいます。防災って本当に何が想定外って、

東日本大震災の経験からも、何が起こるか分かりませんので、他人事、自分のところは関係

ないといったことがないように、例えば、南海トラフが起こったときでも津波が来るのは、

海側なのでという意識があるので、いや、そうではなくて、その意識を他人事から自分事に

変えなければいけない。例えば、一般的に防災講座をよくやると思いますが、家庭で地震が

起こったときに、タンスなどが落ちてこないように止めなければというのは、当然ですが、

それプラスアルファですね、北区だったらこういう被害が想定されるといった地域に合わせ

た啓発やＰＲが必要と思います。ＳＮＳ、若い世代は本当にテレビを見ていないというのは

よく分かります。私の知り合いの若い方でも、最近テレビを見ていない、ＹｏｕＴｕｂｅば

かり見ていると言っておられます。ＹｏｕＴｕｂｅに、動画をアップすること自体は無料で

できるので、北区に沿った内容で、北区の皆さんが知っている有名な方を使ったコンテンツ

などで、北区ではどういうふうにして災害を回避していかなければ、防災対策していかなけ
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ればいけないよみたいなことをＹｏｕＴｕｂｅ、ＳＮＳに上げて、みんなで我が事のように

見てもらうようなことが必要と思いました。 

○加我座長 ありがとうございます。はい、吉村さん。 

○吉村構成員 よろしくお願いします。ＮＨＫスペシャル、私も二日間見ました。本当にテー

マがすごく大きくて、先ほど、どこに絞ってということでしたが、八木構成員さんがおっし

ゃったように、やはり家族というところがスタートだと思っています。ただ、核家族化の中

で、昔と違うところがたくさんあって、いつ起こるか分からないというところも含めて、本

当にいろんな視点が必要になってくるということを、皆様のお話をお聞きして思いました。 

  また、ご説明があるかもしれませんが、家族でということであれば、この作っていただい

た防災ブックをまず活用することが一番と思っています。例えば、どこで集まるということ

がなぜ必要かということも子ども向けに分かりやすく書いていただいています。これは令和

４年度に発行していただいたのですよね。 

○光武特別構成員 はい。 

○吉村構成員 はい。完成するまでにおそらくたくさんの時間を費やしていただいて、色々な

方の意見をお聞きして、こうやって具体的に出来上がっている。 

少し話が変わるのですが、コロナ禍の中で、すごいなって思ったのは、私はこども園で従

事していますが、２歳の子どもでも登園したら、誰も何も言わないのに、手指消毒をして入

ってくるのですね。もう習慣はすごいなって。そういったことの繰り返しで子どもたちは育

つのだなと思うのですね。ですから、学校教育も我々のこども園も、やはり小さいときから

の意識と学びが本当に大切だと感じていますので、せっかく北区版で作っていただいたわけ

ですから、北区の１５ある小学校で、これを活用して具体的に何か実践していただいて、で

きたらこれを授業参観で発表するような企画をしてもらえたらありがたいと思います。これ

ができた時、私たちも早速いただきましたけど、中身が本当に、よくいろんな視点で考えて

いただいていて、それも具体的に書かれていてとても素敵だなと感じました。こういったも

のをぜひ学校で活用してほしい。結果どうだったかということも検証して教えてほしい。せ

っかく令和４年度に作成していただいたので、すぐに取り組んでもらいたいと思いました。 

  あと、もう少しすいません。よく自助・公助・共助と言われますが、具体的に自助は何か

らすればいいのかっていうところも、大まかなことは分かりますけど、具体的にもあちらこ

ちらでは目にするのですけどね。北区として自分でこれだけは用意してくださいというとこ

ろとか、そういったことは先ほど出ていたように、家庭だけでも駄目だし、学校や職場や地

域など関わりのある接点で、北区独自で、準備だけでも、心構えとしてはこういうふうにし

ていきましょうといった最低ここはぜひともお願いしたいっていうところを作って伝えてい

くことが必要と考えています。中でも学校でやるのが一番良いのではないかと思います。子

どもを持つご家族が、やはり、興味関心を持つのは、子どもの育ちですので、子ども命を守
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るっていうところで言うと、効果的という言葉が適切か分かりませんが、非常に効果がある

のではないかと思います。効果的な取組というのはなかなか難しいので、継続することが大

切だと思います。繰り返し継続をして、検証しながら進めていくことが必要と考えます。 

○加我座長 ありがとうございます。この子育てファミリーのための防災ブックはすごく素敵

な冊子だと思いますが、これを作られたときの苦労話とかも含め、光武さんいかがですか。 

○吉村構成員 私もすごく素敵な冊子だと思います。 

○光武特別構成員 ありがとうございます。 

○吉村構成員 ですから、先ほどおっしゃっていただいたこと、この冊子の８ページなんかに

家族の約束って載っているので。でも、これ、大人がしましょうって言ったら、なかなか。 

○光武特別構成員 はい。 

○吉村構成員 でも、子どもからすると、非常にいいのではないかなと思います。 

○魚谷構成員 これはどの程度の部数を作っておられるのですか。結構たくさんあるでしょう。 

○光武特別構成員 部数ですか。かなりたくさん作っていただいておりまして。 

○魚谷構成員 ああ、そうですか、それはいいですね。 

○光武特別構成員 ありがとうございます。 

○吉村構成員 学校とかにも配布できていますか。 

○光武特別構成員 小学校に関しては、直接配布はできていないのですけれど、地域の子育て

サークルや保育園、幼稚園の保護者さん方やこのような発表の場でご興味いただいた方にお

持ち帰りいただいて、あとは北区役所の市政情報コーナーに配架していただいているのです

が、多くの方にお持ち帰りいただいていて補充を頻繁にしていると聞いています。 

これを実際に見たとある小学生からのお話なのですが、夏休みの自由研究に、この防災

ブックを使って発表をしたということを１２月イオンモール堺北花田で開催された子育てフ

ェスタの場で聞きました。あとは、堺区にて防災講座をさせていただいたのですが、参加し

たお母さんたちと話していると、「こんな素敵なものがあるのは知らなかった」と嬉しいお

言葉をいただきました。その後、偶然その方がＳＮＳのインフルエンサーでして、拡散して

いただいたりもしました。そのような形でたくさんの方々の目に触れるようにしていただい

ている状態です。 

○加我座長 ありがとうございます。他にお気付きの点などございませんでしょうか。 

○清水構成員 １つ教えていただきたいです。私もハザードマップがどうなっているのかにつ

いて気になっていましたが、先ほどこちらの地域は津波などの被害は少ないということです

が、川の氾濫なども大丈夫ということですかね。水害が起こったら高いところに逃げないと

いけないということがありますが、それは想定しなくてもいいということですよね。一般的

な避難所にどう避難するかっていうところを議論しておけばいいのかについて確かめたかっ

たです。  
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その他、少し話が変わりますけれど、先ほどからターゲットの話がいろいろ出ています

が現役世代ということなので、シニアは置いておいてよいということですよね。それで、現

役世代を分けると、小学校、中学校、幼稚園もありますが、幼稚園、小学校、中学校、高校

の生徒という括りが１つ。それから、大学生という括りが１つですね。それから、あとは職

場というものがあると思います。この人たちは所属するどこかの組織があるので、そことの

連携が必要になってくると思います。それで、一番組織に属していないのが、本日ターゲッ

トになっている主婦層やどこにも所属してない子どもたち。常にどこかに所属していない人

たちっていうのを、やっぱり一番中心に考えないといけないのかなと思うので、まさしくこ

のブックですよね。これはそういうターゲットに書かれたものということで、本当にこれは

貴重で分かりやすくて良いと思いました。防災ってなかなか難しいのですが、刷り込みがや

はり必要なのかなと思います。繰り返し刷り込んでいって、当たり前に、ああ、いつか来る

のだということを考えていく。それには、常々色々な情報の発信の仕方、内容も変えながら

ターゲットごとにやっていくことが必要だと思います。考え方として、頭に知識を入れる。

そして、その知識をどうやって行動で身につけさせるかということで、刷り込みができると

思うので、まずどういう知識を与えるかということと、それをどういう形で刷り込ませるか

ということを考える必要があると思います。 

  情報発信に関して北区は公式ＳＮＳとしてインスタグラムがありますよね。私はフォロー

させていただいていますが、毎週４回ぐらい投稿されているのかな。かなり更新されていて、

すごく写真も綺麗ですし、新しい情報が結構あったりします。一般的な情報以外にも、個別

のお店の情報なども入っていて、すごくよくできているなと思っています。 

今ちょっとフォロワーが何人いるか分からないのですが、そういったところで１週間防災

ウィークみたいなものを設けてみて、１週間あまりシビアな感じじゃなくて、楽しい感じで

こういったところにこんなものがあるよとか、こういったものが発行されていますよとか、

どこで手に入りますよとか、そういった取組なんかもしてみて、反応を見てみるっていうの

も１つかなと思いました。 

○加我座長 ありがとうございます。はい、どうぞ。 

○坊農構成員 すいません。先ほどのハザードマップの話の補足ですが、津波は、あくまでも、

南海トラフの時なので、風水害のハザードマップはまた別でありまして。確か北区でしたら

大和川の辺りは被害が出る想定をされております。 

  なので、防災を考える際に、地震のときの対応と風水害、最近日本でも多くあります台風

被害などもありますので、分けて考えられたほうがいいと思います。 

○加我座長 ありがとうございます。先ほどのお話では、子育てファミリーのための防災ブッ

ク９ページの指定緊急避難場所の一覧に加えて、地域会館が準避難所となるような取組もあ

るとのことでした。また、洪水に対してということと、土砂災害に対してということと、地
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震に対してということと、大規模火事に対してということで、それぞれ災害の性質が違うの

で、その性質に合わせた避難行動をとるべきであることは重要な視点です。 

北区は、南海トラフについては、三国ヶ丘駅から以東は高くなりますので、一応津波の想

定はされていません。そして、洪水については、大和川と西除川の合流地点で、西除川の方

に反対に水が入ってきます。これは、私が子どもの頃に一度大きな越流があったかと思いま

す。そして、土砂災害については、南区ではニュータウン開発等で高盛土をしているところ

が揺れるかもしれないと言われていますが、北区は幸い高盛土をしていませんので、土砂災

害は少ないです。あとは、大規模火事については、木造家屋が密集しているというところは

北区の中ではあまりないですが、やはり昔ながらの木造家屋を中心とした良い雰囲気のとこ

ろもあります。一方で、新金岡の団地やマンションは耐火建築物なので、火災延焼といった

視点でも、地区ごとに性格や様子が違うということになるかと思います。しかし、大規模停

電や断水は地震でも発生しますし、前回の平成３０年あたりの台風２１号のときに、マンシ

ョンでも停電や断水が発生しましたので、それぞれ皆が備えておかないといけないというこ

とになるかと思います。 

他にありませんでしょうか。はい、どうぞ。 

○竹内構成員 大阪府立大学の竹内です。まず、ターゲットについて、皆さんから子育て世代

に関する意見が多く出ていますが、若い世代はあまり防災に関心がないと聞いて私がイメー

ジしたのは、一人暮らしの２０代や３０代です。パンフレットなどもそうですが、防災の講

座は小さな子どもがいる家庭向けに活発に活動がなされていると思います。一人暮らしの方

などは、家族のことを考える機会がなく、自分だけであるという思いから関心を持てない側

面があると思ったので、そのような方々に特化した啓発施策があればよいと思いました。 

また、車を移動させておくことやＳＮＳのトップ画像を変更するといった防災ブック５ペ

ージにあるおうなプチ情報を小出しにする形で、インスタグラムなどのＳＮＳで投稿するこ

とで、興味を持ってもらえるかと思いました。 

他には、防災グッズに関して、懐中電灯などを用意しておいたほうが良いということを聞

きますが、以前防災に関するお話を聞いたときに、両手が空いたほうが移動するときや作業

するときにも便利なので、懐中電灯よりヘッドライトのほうが実際は役に立ったと聞きまし

た。防災用に持っておくと役に立つものの情報や、改めて考えさせられるような内容につい

てＳＮＳでの投稿もあれば良いと思いました。 

○加我座長 ありがとうございます。はい、どうぞ。 

○天野構成員 皆さんの意見の多くは、健康な方のことをおっしゃっていると思います。しか

し、現実は寝たきりの方もいらっしゃいます。特に今の議論ではお年寄りのことが出てきて

いません。今、堺市では要支援者の名簿が作られ、我々自治会へ送られてきます。しかし、

要支援の方たちをどうするのかという話がありません。当然ながら、自分がまず逃げなけれ
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ばならない状況において、人を助ける時間や余裕はないということになると思っています。

要支援者の名簿はあるが、具体策が全くない状況では、前へ進めないと思いますので、行政

には要支援の方への対応の具体策を明示いただきたく思います。 

現在、我々が取り組んでいることを申し上げますと、町会長に要支援者の名簿を渡して、

町会長から班長に渡しています。班長はその名簿の中で２名程度を管理することになってい

ます。まだ実際に避難を支援しなければいけない災害が起きたことがありませんが、そうい

うことも１つの対策だと思います。 

また、先ほどの八木さんのお話に絡めまして、我々の金岡南校区は黄色いリボンを作って

います。それを先ほどお伝えした要支援の方の家の入り口に結びつけます。そのリボンがつ

いているところは無事であることが分かるという１つの目安です。リボンがついていないと

ころは助ける必要がありますが、先ほど申し上げたように、誰がどう助けるのかということ

になると、話がなかなか前に進みません。北区は若い人が多く、お年寄りの構成比はおそら

く２０数パーセントだと思います。子どもや大人だけではなく、そういう方も含めて考える

べきであると私は思います。 

○加我座長 ありがとうございます。続いて、いかがですか。 

○金戸構成員 皆様のお話を聞いて、防災は日頃からの取組が大切だと感じました。自身の経

験として１０年ほど前に結婚して北区に転入してきた時に、防災マップやハザードマップを

いただき、夫婦で話合いをしました。その時は自分が住む地域がどの校区かを知らなくて、

地図上で一番近いところに逃げようと話合い、避難場所を決めていました。しかし、いざ子

どもが生まれて成長したとき、逃げようと言っていた学校は違う校区であることが分かりま

した。たびたび話し合うことで避難場所を変えなければいけないことに気付けました。転入

したときに校区を区から教えてもらったかは分かりませんが、避難場所に関しては、すぐ分

からなかった記憶があります。 

また、子どもが学校に通いだすと、昼間の大半は学校で過ごすので、学校で防災教育をす

ると、子どもはより身近に感じるし、友達や親とも話せます。親と話した段階で、おじいち

ゃんやおばあちゃんへの連絡はどうしようかという話もできます。ご近所や友達とのつなが

りで、防災に関する話をすることによって、防災が特別ではなく身近なものになると先ほど

お聞きしました。防災が身近なものなることによって、みんなで話し合い、共有していく機

会が増えて、より一層良いと思います。 

全体的に防災への関心が少ない、薄いということでしたら、今回は「おやこｔｏぼうさ

い」で親子がクローズアップされていたので、親子から始めて他の世帯へ広げていけたら良

いと思いました。 

○加我座長 ありがとうございます。長尾さんいかがですか。 

○長尾構成員 この防災ブックはとても素敵で、私も知らなかったので、色々な人に知っても
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らいたいと思いました。例えば、防災ブックを、学校の授業や参観などで取り扱ってもらい

たいと思いました。私は子どもが２人いますが、毎年９月９日を救急の日と勝手に決めて、

自分の家の防災グッズを子どもと一緒に確認して、中の衣類を子どもの成長にあわせて変更

したり、非常食を確認したり、保存期限が近く切れるものを食べたりしています。また、例

えば誰が家の猫を連れていくかなど、非常時の担当や集合場所も子どもと話し合っています。

他にも、昔は電話番号を記憶していましたが、今は携帯電話に頼って番号を覚えていないの

で、両親の電話番号などをメモに書いて入れるようにしました。 

また、私自身が子ども食堂をしているので、防災ブックをもとに皆でお話しする機会を持

ちたいと思いました。また、昨年社会福祉協議会から水を入れると出来上がる非常食を頂い

て、子ども食堂で調理したのですが、今年も機会があれば皆で非常食を食べる機会を持ちた

いと思いました。 

○加我座長 ありがとうございます。他に追加でありますでしょうか。 

○光武特別構成員 先ほど子ども食堂で非常食を実際食べてみたというお話がありましたが、

私も昨年、子育て支援課と自治推進課と一緒に、大泉緑地へ行って親子で一緒に防災食を食

べるピクニックをしましたので、経緯と実施した感想をお伝えさせていただきます。 

経緯として、備えている方は多くいますが、実際に防災食を食べたことがなくて、味や作

り方を知らない方が多いことに着眼して企画しました。お水でカップラーメンを作れること

を知らないお母さんは非常に多いです。他にも回して使用する発電器具など備えていても使

い方を知らない機材があったり、簡易ブランケットを実際開けたことがなく暖かいかどうか

も知らなかったりする方が多いことを受けて、実践に至りました。 

食べたことのないものを口にすることは不安です。大人でもそうだと思いますが、初めて

のレストランで初めてのものを食べてくださいと言われて皆さん食べられますか。躊躇する

部分があると思いますが、お子様も同じ状況です。なので、実際にお子さんが食べてくれた

ことにお母さんも喜んで「これがおいしかったので１個買ってみます」と保存食を実際に購

入している様子が見られました。 

また、三国丘校区の防災倉庫の完成イベントに講師として呼んでいただいたとき、中を見

せていただきました。もちろん不足しているもの、各家庭で補填してもらうべきものもたく

さんありましたが、倉庫内の物品の使い方を知っているか聞くと、知らない方がほとんどで

した。例えば、ガスボンベで発電できるとても素敵な機械がありましたが、工程が多いので

実際にやってみないとできないです。被災するとパニックになり落ち着いた状況で行動でき

ず、誰もが自分の命を守ろうと自分勝手な行動になりがちです。そのときにどうするのか、

倉庫を設置した後のフォローはどうなるかが課題だと考えます。 

また、堺市水道局が行っている「すいちゃんのビックリじゃぐち」というものがあります。

堺市の小学校に設置されている災害時用の給水栓の名称ですが、もしご存じでない方がいら
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っしゃったら、防災ブック１２ページの右下に、二次元コードが載っているので、お時間が

あるときに見ていただきたいと思います。私の子どもが小学生になったときに、先生に「ど

こにありますか。」と聞いたら、「それは何ですか。」と言われました。教師の方が知らな

いということは災害時に使えません。さらに、「すいちゃんのビックリじゃぐち」には南京

錠が付いています。「その南京錠は誰が解錠することになっていますか」と聞くと、「知ら

ないです。鍵はどこにありますか。」という返答がありました。保護者からすれば、聞かれ

ても困ります。助けてくださいって言ったときに助けてもらえない状況になっています。そ

んな感じで誰もが知らない。ああ、誰か知っているからそれでいいだろうといったことにな

っているということが問題点だと思いました。 

若い世代、子育て世代、身体に障害がある方、シニア世代、いろいろありますが、色々な

着目点から見て考えたアイデアがいくつかありますので、お話しさせていただきます。まず、

大学生、高校生など保護者の手から離れた若い世代ですが、実際に自分が大学生や働きだし

たばかりの頃は、野外フェスやサークル活動を楽しんだり、車の免許を取ったりしていまし

た。その時のことを思い返すと、教習所に通っていて車の運転方法を習いますが、車に乗っ

ていて災害に遭ったらどうするかということは、習いませんでした。今になって防災ブック

を作るときにアンダーパスに水がたまるとドアが開かなくなるので危険だから入らないでく

ださいということを知りました。その時、例えば、車の教習所で災害に遭ったらどうするか

を教えていただいていたら、防災って何だろうと考えるきっかけになったなと思いました。

あとは大学のサークルなどで避難所について確認したりなどきっかけづくりをできる人、誰

か一人でもいいので、母数を少しずつ増やしていくことが必要だと思いました。 

子育て世帯については、この防災ブックを作って、少しずつ講座を通じて知っている方が

一人でも多くなるように、また、知った方がママ友の会話の中で少しネタになるような形の

お話しをするようにしています。講座に来られない方、接点がない方には、習い事などの場

で、災害に起きたらどうするという話をしてみるのも一つかと思いました。 

  身体に不自由な方に関しては、情報が町会から順々に下りてくるというふうに今お伺いし

ましたが、今、個人情報の保護についてたくさん言われている中で、知らない方ももちろん

いらっしゃると思います。例えば、風水害、台風とか大雨のときは、事前に避難地、避難所

に行ってもらうのも一つではないかなと思います。助け合いましょうっていうのはもちろん

分かります。   

子育て世代でも、私は３人の子どもを引き連れてどこかに行くときは、手がどうしても

足りないです。ただ、そのような状況下で助けたい気持ちはあるけれど、助けることができ

ないという環境でもある人もいます。まず、自分自身が逃げられる状況、避難できるような

状態であれば、身体に不自由な方とかシニアの方とかは、先に避難してもらうことが一番一

人一人の命を守る確実な方法ではないのかなと思います。 
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  最後になりますが、この講座をするときには、もちろんお母さん方にも伝えることですが

防災グッズを備えるのではなく、自分のかばんの中にあるものでどうにか生き延びる方法を

考えてくださいというふうにお伝えしています。例えば、おむつはおむつ以外の方法で使っ

てくださいとお話しします。お母さん方は子どもがこけたときに大きな出血をして、絆創膏

では足らないのでおむつで止血しますというふうにお伝えします。また、おむつの吸水ポリ

マーを使って、その中に水を入れて、体が熱いときに首に付けると涼しく感じる冷えピタと

して、お湯を掛けると保温性があるので、カイロとして使ってくださいというふうにお伝え

します。子育て世代でなくても、大人、皆さんが多分それぞれの荷物の中で、被災したとき

にどのように逃げるか、どのように活用するかということをまず考えていただきたいなと思

います。助け合うのももちろんですが、自分の命を守ってこその共助であるので、自助をま

ずは優先していただきたいです。以上です。 

○加我座長 ありがとうございます。他に何かよろしいでしょうか。 

  はい。それでは、本日は現役世代の防災意識を高める、そのことについて関心が低く、取

組の参加が少ない原因であるとか、それに対する取組というようなことということで、皆さ

んからたくさんご意見をいただけたと思います。 

  私のほうから少しだけアイデアではないですが、お話をさせていただきます。本日は３月

１０日です。明日が３月１１日で、２０１１年に今現在では３．１１と言っています東日本

大震災で日本は大きな被害を受けました。そういった大災害が発生すると、防災について、

今自分が住んでいるところもいつ何が起こるか分からないというような形で、一瞬意識が高

まるのですが、風化させてはならないという話もありましたが、関西でも１９９５年１月１

７日に阪神淡路大震災が起こっています。もしかしたら、今ここにお集まりの皆さんもご記

憶に、実際に被災をされた方もいらっしゃるかと思います。そうしたことが１月１７日、３

月１１日が来ると、新聞、テレビでとりあげられますが新聞も見ない、テレビも見ない、私

自身もそういう生活になっていて、今欲しい情報をピンポイントで検索するっていうことは

するのですが、こうした取組は効果的にということにはなかなかいかず、継続的に刷り込ん

でいくということが必要なのかなと思います。我が身に振り返ってみますと、現役世代、若

い世代がなかなか防災意識や時間がないから防災訓練などに行かないと言われますけども、

そうなのですよね。若いときは自助で何とでもなると思っていますので、自身も１９９５年

のあの日に何をしていたかというと、朝まで酒飲んでいてみたいな状態ですし、その後、防

災をということをやったかというと、自身は自身でというようなことが中心になり、なかな

か防災っていうことに関心がないというのは、そうだと思います。子どもが小さいときです

と、避難所が近所の小学校にあって、何かあったときには、お父さんもお母さんも働きに行

っているので、とにかくそこに行くようになど。近所のよくお世話にしていただいている当

時の自治会長さんのところに行きなさいというようなことを言っていました。子どもが大き
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くなってくると、全くそういう話はしませんので、彼も自助できると思っていますし、私も

自助できると思っていますし、妻も自助できるというような状況になっています。そんな中

で、やはり、忘れてはいけないのが、いつ起こるか分からないっていうことがこの防災で災

害に対してということだと思いますので、改めて私もこの子育てファミリーのための防災ブ

ックを家の中でひそかにリビングのテーブルの上に置いておこうかなと思っています。そん

な中で、この会議に関わらせてもらって、あっ、いいなと思ったのが、北区区民評議会のと

きに、羽根さんのマンションも寄せてもらいましたし、そのときに北八下中学校での防災訓

練にも寄せてもらいました。そのときに、中学校での防災訓練はどんなことをしているのか

というと、中学生の子どもたちが当然自分の身を守るということですが、むしろ、君たちは

何かが起こったときに、この地域にいる子たち、高校生、大学生は外のほうに出ていますの

で、中学生の君たちが一番頼りになるのだと。段ボールでの簡易ベッドを作ることを一緒に

やりましたが、君たちは災害が発生したときに、周りの人たちを助ける支援、救援のための

働き手になるのだと、頑張ってくれよというようなことの防災訓練でした。もしかしたら、

中学生や高校性や大学生っていうことでいきますと、どんなふうに備えていますかというこ

とよりも、大学生ボランティアが東日本大震災でも活躍しましたし、特に熊本大地震のとき

に活躍したというようなことを聞いています。今や災害が発生すると、若い人たちが非常に

重要な働き手になってくるかと思いますので、防災ということよりも、防災のとき活躍でき

る、そのために知識ノウハウを身につけませんかみたいなことでＰＲをしていくのもあるか

もしれません。サークル活動が大変でというようなことが大学生で、私自身もそうでしたの

で、そうした方々が例えばショッピングモールに行ったときに、あっ、そういえば防災につ

いて何かやっているなというようなことで見かけてもらうということが大事だと思いますの

で、そういう面でいうと、あの手この手で露出を高めていくということが大事だと思います。

今日挙げられた、ペーパーにしていただいているものですとか、今日いただいた意見なんか

も踏まえて、刷り込みできるように。知らないうちに触れられ、取り組んでいただければな

というふうに思います。 

  はい。では、ほかにご意見等なければ、本日のところはこの辺にしたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

  これで、本日の会議の次第は全て終了しました。それでは、この後の進行は事務局にお返

しします。よろしくお願いします。 

５ 区長あいさつ 

○事務局（阪本） 構成員の皆様、本日はありがとうございました。終わりに、区長の垂井よ

り一言ご挨拶させていただきます。 

○垂井区長 年度末のお忙しい中にお集まりいただきまして、ありがとうございます。本日は

私ども区役所として一番大切な区民の皆様の安全、安心を守るということで、前身の区民評
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議会の中でも議論してきました防災をテーマに、本当に様々な観点から貴重なご意見をいた

だいたと思っております。やはり先ほどもありましたとおり、他人事ではなく自分事として

しっかりと認識を持ってもらう、これが非常に重要であると思っておりますので、私ども区

役所のほうでは、地域で防災活動を担っている皆様方のご支援をさせていただいたり、中学

校で防災訓練をさせてもらったり、ジュニア防災リーダーの養成ということで小学校にも出

向いて防災講座などを実施させていただいております。また、やはり北区はマンションが多

いですので、マンション防災にも力を入れて行っているのですが、まだまだ行き届かないと

こがたくさんあると思っております。本日いただきましたご意見を踏まえまして、こちらで

また一度考えさせていただいて、こういうことができないのかということを次回の会議でご

提案させていただきたいと思っています。今後ともどうかよろしくお願いします。本日は本

当にありがとうございました。 

○加我座長 ありがとうございました。 

６ 閉会 

○事務局（増川企画係長） 最後に１点ご報告があります。本会議の第１回テーマでありまし

た、北区の魅力発掘、発信、創出について、形になった取組がありますのでご報告させてい

ただきます。インスタグラムで区民の皆様から投稿いただいきました、北区の魅力写真をつ

なぎ合わせた動画がこのたび完成しました。お手元にお配りしています広報紙掲載記事の右

上ＱＲコードからご覧になれるほか、現在大阪メトロなかもず駅デジタルサイネージでも３

月いっぱい放映しているところです。お時間あるときにぜひご覧いただければ幸いです。 

  それでは、最後の事務連絡をさせていただきます。次回の北区政策会議は、本日いただい

たご意見を踏まえましてご提示する新たな啓発施策の案についてご意見をいただく形で実施

させていただきます。日程は令和５年７月頃を予定しております。日程調整の上、またお知

らせさせていただきます。 

  それでは、以上をもちまして、本日の北区政策会議を終了させていただきます。本日はあ

りがとうございました。 


